


１-（３） 新型コロナウイルスの影響
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コロナ禍におけるテレワークの利用状況①（業種・雇用形態・地域別）

〇 テレワークの実施率は、業種別、雇用形態別、地域別で大きく異なる。

◆質問：今回の感染症の影響下において、経験した働き方を全て回答してください。

回答者割合
テレワーク

（ほぼ100％）
テレワーク中心

（50％以上）

定期的にテレワーク
（出勤中心：
50％以上）

基本的に出勤
（不定期にテレワーク）

週４日、週３日などの
勤務日制限

時差出勤やフレックスタ
イムによる勤務

特別休暇取得など
による勤務時間縮減

その他 いずれも実施していない

全体 10.5% 11.0% 6.9% 6.1% 11.2% 9.3% 12.6% 3.5% 41.0%

（出典）内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」（令和２年６月２１日）資料 35
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コロナ禍におけるテレワークの利用状況②（テレワーク継続の意向と課題）

〇 今後、新型コロナウイルス禍が終息した後も、テレワークを希望する割合は、増加傾向にある。

（出典）日本生産性本部「第２回働く人の意識に関する調査 調査結果レポート」

■今後コロナ禍が終息した場合のテレワーク利用の希望について
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コロナ禍におけるテレワークの利用状況③（テレワークによる意識変化）

〇 テレワーク経験者は、ワークライフバランス、地方移住、職業選択・副業等に関する意識が変化した割合が高
い。

◆質問：今回の感染症拡大前に比べて、ご自身の「仕事と生活のどちらを重視したいか」という意識に変化はありましたか。

◆質問：今回の感染症の影響下において、地方移住への関心に変化はありましたか。

◆質問：今回の感染症拡大前に比べて、職業選択、副業等の希望は変化しましたか。

（出典）内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」（令和２年６月２１日）資料
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ワーケーション拡大に向けた取組

〇 コロナの影響を受け、農泊、森林サービス、国立・国定公園等を活用し、各省がワーケーション拡大に向けた
施策を推進。

【農泊によるワーケーションの推進（農林水産省）】

【国立・国定公園、温泉地でのワーケーションの推進（環境省）】

【森林サービス産業によるワーケーションの推進（林野庁）】

長野県信濃町での取組事例
森林セラピーなどを取り入れたプログラム等により、「働き方改革」
などの企業の経営課題解決を支援する貸切型のリモートワーク施設
（施設名：ノマドワークセンター）が２０１９年５月にオープン

画像引用元：「信濃町ノマドワークセンター」公式サイト

①キャンプ場でのワーケーションの実施

キャンプ場でのワーケーション 子供向けプログラム

②旅館等でのワーケーションの実施

鉄輪温泉
（別府市）南紀白浜（白浜町）

鳴子温泉郷
（大崎市）

◆国立・国定公園、国民保養温泉地のキャンプ場・旅館・ホテル等の事業者、DMO、地域協議会等に対し、以下について支援する。
①ワーケーションツアー等の企画、実施 ②子供向けプログラムの企画・実施
③プロモーションの実施 ④ワーケーションのためのWi-Fi等の環境整備

農泊地域におけるワーケーション事例＜蔵王農泊振興協議会（宮城県蔵王町）＞

・1棟貸し宿泊施設は、無線LANを完備し、ワーケーションに適した宿泊施設。
・コロナ禍の状況の中で、これまでワーケーション目的で6組を受入。(R2年4月～R2年8月）
・宿泊者は、長期滞在し、レジャーを楽しみつつ、リモートワークを実施。

外観 内装（仕事場）
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